並列表現「~も…ば、~も…」の成立小考 by 京, 健治










（用例 (l a) （ l b) とも「デジタル大辞泉」 による）
現代語に於いて、 (1) に示すように、「～も•••ぱ、 ～も…」という文型を取った並列表現
形式がある。 こうした「～も・・・ば、 ～ も…」による並列表現は、 江戸時代後期頃から見られ
るようである(= (2) 参照）。






この「～も…ば、 ～も·,．」による並列表現は、 本来、 条件表現に与る「巳然形（現代語で
は仮定形） ＋パ」形式からの転用であるが、 それが如何にして並列用法を派生させたのかと
いう並列用法発生の経緯についてはこれまでのところ十分な検討が為されてきたとは言い難
いように思う。 また、「～も・ ・・ば｀ ～も・・・」形式よる並列用法が江戸後期頃、 発生したとす
れば、 何故にこの頃に発生を見たのか、 という時期の面に関しても検討する必要もあるよう
に思う。 そこで、 本秘では、「ーも … ば、 ～ も…」による並列用法の発生の経緯について、
特にその発生も元にあった条件表現との関わりを見ながら、 検討を加えてみることにしたい。
2 「P ば Q 」による並列用法概観一江戸期の用例一
(1)に掲げたように、「ぱ」による並列用法は「ーも…ぱ、 ～も・・・」という形が典型的な
ようである (iEII が、「PばQ」構文に於いて、「ーも…ば、 ーも・・・」以外の文型を取り、 事
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柄[ PJ [Q] とが対等の関係を示していると捉えられるものが、 江戸後期以前の文献から
いくつか拾うことができる(= (3) ）。




(4) a 正月沿る物して1町ふ若旦那もあれば、 盆帷子の心岱ての手代もあり
（傾城禁短氣、 三巻第一）
b 盛楊の小児だとて、 嗚物におぴえぬもあれ旦、 おぴえる子もあらうシ、 寺地の者
だとて． 葬礼の強飯を食ふものもあらうシ、 又食ふと限る事もねヘネ
（浮世風呂）
c ハテ夜陽といふものは、 ばくヽ-•した婆もあれ且、 ひいヽ/たもれの新造子もあ
らアな。 （浮世床）
(5) a なんでも商光に梢出して見ねへ。 親もにこヽノすれ旦、 か�アも焼餅はやかずか、
物前にも苦労がうすくて、寿命が延るやうだ （浮世床）
b 上方でも長崎でも、 手めへに見かへる女もなけれ旦、 手めへの様な浮博女もね
へはな。 （春告鳥 三筒）





えない子がいる」という 2 つの事柄が併存することを示している。 (4 C) も同様。 (5 a) 
では「親がにこにこする」と「かかあが焼餅をやかないJこととの並列、(5 b)「手前に振
り返る女が居ない」ことと「手前のような浮気女が居ない」こととの並列である。
「PばQ」形式において、 並列的関係を示すものを概観したが、 概ね、 次のような文型を
取っており、 ①→②→③→④のIIIiiに出現するという様相を呈しているといえよう。
①:「A （立）あればB （必）ある」型（＝ （ 3)) 
② :「AふあればB ．もある」型(= (4)) 
③ :「Aも［「ある」以外l動洞ば、 Bも［「ある」以外】の動詞」型(= (5 a)） 
④ :「Aもなければ、 B もない」型(= (5 b))














(6 a) 「白限（＝「にらむ」）者がいると、 笑う者もいる」の意、 (6 b) 「焔るあれば来
るあり」は「帰る者もいるし、 来る者もいる」の意であり、(6 C) は「口のかかる伎女が
いるし、 飽きて帰る摺伎もいる」というように、 対比的な事柄が列挙されている。 さらに、
注目すべきは、これらは、現前での事態を列挫しているという点でも共通している。(6 d) 
は現前での出来事ではないが、 それまでに観察された事柄が並列されている。(6)は実現
している出来事を並列しているということになる。 これに対して、 (7) に示したものは、
話者によって想定される事態が列挙されている。







(8) a *彼は英匝もできるらしければ、 中国語もできるらしい。
b ［彼は英語もできれば中国語もできる］らしい。
前掲 (7 a)は［［嗚物におぴえぬもあれば、 おぴえる子もあら］う〕という構造である
と解される（＝ （9））。
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5. 並列用法「 P ばQ」と条件表現との関係 '(2)








































の関係に於いて、 要検討事項であると述べたが、 箪者は、 この用法の発生の元にあったのは、
上記の仮定条件用法であったのではないかと考えている。 以下、 この点について論ずる。
(14)ばゞ「わしは子どもはおざんない 弥二「そんなら孫か ばゞ「インネ、 子がなけ上
立1系もおざんない （東海道中膝栗毛 二編下）
(14)「子がなけりやア孫もおざんない」の箇所は「～が..、 ～も ・・・」型で、 いわゆる並列
用法としての典型的な文型である「～も…、 ～も・・・」型ではないが、 文脈からすれば、「子
どももいないし、 孫もいない」のような並列的l関係として用いられていると見てよかろう。
まず、 こうした「～が・・・、 ～も…」型にあって、 並列的関係を示すものがあることに注意し
ておきたい。
(15)人生には楽しい時があれば、 辛い時もある。
(15) は、 仮定条件として「人生において、 楽しい時があると仮定すれば、 その逆に辛い
時もある」 の意とも解釈されるが、「人生には楽しい時もあるし、 辛い時もある」のように
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条件表現「 A（が）あれば、 B もある」型と並列表現「 Aもあれば Bもある」製との巡絞
















のような仮定条件「 X があれパ、 Y もある」形式(=「 Xがあるのだったら、Yもある」）
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さて、 (20) として掲げたもの一対照的なことがらの列挙ではなく、 類似したことがらを
列挙するもの一について、 これを条件表現からの派生として捉えようとすると、 その連続性









があるが、 それらに共通するのは、「PばQ」 が、 ある主題Xについて、 何らかの性格付け
を行う場合(= (23)) であるように思う。 なお、 (24) は主題となる「 X は」が明示されて
いないが、 (24 a) は「煎章をもらうこと」、 (24 b) では「この部屋」あるいは「この場所」
に対する性格付けを施しているという意味で、 (23) に準じるものと見てよいであろう。
(23) a J衷侠語学に堪能で、 ロシアR吾も話せれ区中国話も話せる。
b 点烈充．和胚？忍．．1ご． 拉仁．A．出を、 ピー ルサ ーバー もあれ且、 ワインセラ ー もあ
る。
c 魚歪．出烈．｛団環．唇灼．、 料理も美味けれ旦、 値段もお手頃だ。
(24) a 勲章をもらっても、婚しくもなけれ且、 名巻とも恩わない。
b 暑くもなけれ旦寒くもない。
(23 a)「ロシア語が話せる」ことと「中国託が話せる」こととの間には因果関係はない。(23
b)ホテルの部屋に「 ピールサ ーパーがある」ことと 「ワインセラ ーがある」ことも同様に
両者の間には因呆関係はない。「科理が美味しい」ことと「偕段が手頃である」こととの関
係も同様であろう(= (23 C)）。「地しくはない」と「名誉と思わない」との関係(= (24a) ）、
「暑く（は）ない」と「寒く（は）ない」との関係(= (24 b) ）、 いずれも条件表現との連
絞性は見出し難いものといえよう。
このように並列表現「 P ばQ型」にあって、 そのもととなる条件表現形式が想定しがたい
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ものがあるが、 これらは並列表現としての「～も・・・ば～も…」形式が出来上がった後に於い






題 X に対する性格付けを施す用法であったと思われる。 この段階に至っては、 従来の条件表




なっている(= (25) ）。 こうした用法の存在は、 中俣氏が言うように、「ば」が並列のマー
カーとなっていることを示すものとなっている ぼ •9' と見てよかろう 。
例えばドラムであれば、 シンパルもあればスネアーもあればバスドラもある訳で。
（「日本栢話し言業コ ー パス」 S04M1616)




「～も・・・ば、 ～も・・・」形式が出来上がり、 その上での用法拡張であると捉えられよう。 なお、
三項（以上）の列挙用法は明治期以降、 行われるようになったようである(= (26)）。
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向について、〈かつて（＝中批以前・・・京注）の条件表現が、 「前件の未確定・確定を活用形で







たものが多かったことに現れる。 それに対して、 「非特定時」のことがら、 中でも実際ので
きごとの繰り返しなどではない、 思考内で設定したことがらについて、 因果関係を見出し、






































本栢では、 並列表現「～ も ・・・ ば、 ～も…」について、 当該語法が江戸期に於いて成立を見
たのはなぜか、 また、 それは条件表現としての用法とどのように関わるのかということを課
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